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双葉ダムの施エについて  

－アスファルトフユーシング、余水吐工、法面緑化エー  

中 東 一 雄・   沢 口 俊 雄‥  

手  酌  

フィルタイナダムのアスファルト速水壁工法は西欧において発達した工法であり、近時我国に導入され  

大津岐ダム、深山ダムなどの施工例がある。本工法は近くに良質粘土が得られない場合などに多く採  

用きれるが、技術的、経済的にも優れた工法として注目されている。当社が施工した双葉ダムにおいて、  

アスファルトフェーンング工法が採用きれ、本施工に先だって、大規模な試験舗裳を行い、最適配合、  

転庄回数、合材温度等の貴重なデータが得られた。   

又、新しい試みとして大版パネルスライド工法による余水吐コンクリートの施工、およぴファイパ  

ーソイル工法により原石山緑化を行った。   

本報告は、これらを簡単に紹介するものである。  

写井－1工事中の双葉ダム全景（S52．8）  
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双葉ダム建設工事について   

§1．はじめに   

当ダムは北海道開発局発注の一級河川尻別川支流ペー  

ペナイ川に建設きれているアスファルト表面速水壁タイ  

プロックフィルダムである。このダムは3，642haの水田を  

用水補給するためのかんがいを目的としておりダム諸元  

は表－1に示すとおりである。  
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おさめることができた。  

c）原石山の緑化の施工について  

原石山は自然の植物が生育していない無土壌岩で   

あるゆえ緑化施工法を試みた。この方法では植物生   

育基盤を作るのが目的で原石山法面全数量は、やく  

15，000m～あり、その内の5，700m～をファイバーソイル   

工法で試験的に施エした。  

表－1 双葉ダム諸元  

北海道虻田郡京極町春日  

安山岩  

アスファルト表面速水壁タイプロッ  

クフィルダム  

E L418．30m  

59．80m  

234m  

660，000m∫  

ZONE I 40，000ml  

ZONEII 240，000ml  

Z（）N El＝ 3i引）．Ⅲ）（1‖1  

上下流共1：1．85  

ホロージェットバルブ   

¢1．Om15．1t／s  

取水塔形式フローテンダタイプ温水  

取水方式  

10，450千m1  

9，310千m】  

63．4Km～  

Q＝650mリs  

巾2．5m、高さ 2．7m、延長321m  

埠体上上流側法尻   

位  置  

地  質  

ダム形式  

堤頂標高  

堤  高  

堤 頂 長  

ダム体積  

ロ ッ ク  

河床砂礫  

法 勾 配  

放流設備  

取水設備  

総貯水量  

有効貯水量  

流域面博  

余 水 吐  

計両洪水量  

監 査 廊  

§2．双葉ダムの概要   
当ダムの地質は基盤が緑色凝灰岩でこれを安山岩が覆  

っている。河床部は厚き12－15mの砂礫が堆積している。  

ダさ型式の選定にはコンクリートダム、フィルタムの両  

案を検討の結果コンクリートダムでは地形上堤長が長い、  

回昧他職層が厚い、左岸上部か泥賞安山岩の理由のほか、  

工朋面からも不利であるため、フィルタムに決完した。し  

かし堤休材料のロック、砂礫は充分にあるが透水材料の枯  

土が得られない、点検情理が容易であるなどの理由によ  

りアスファルトフユーシングタイプが選定された。   

施工は昭和44年仮排水トンネルに着手し昭和46年8月  

に転流工、同時に促締め切工に着手し本格的な盛立を昭  

和47年度から開始、昭和51年度に盛立を完了した。余水  

吐は50年度より急流部に先行着手し、52年度から移行部  

に着手している。本体のアスファルトフユーシングは52  

年度基礎粗粒度アスコンを舗設し、53年鹿本施工のため  

の試験舗設を行なった。  

本工事の概要は§2に示すとおりであるが、本報告蕃  

では、輩者が直接担当した工事の中からアスファルトフ  

ユーシング速水望の試験施工、余水吐工および法面緑化  

について述べることにする。   

a）アスファルトフェーンング施工について  

当ダムは塊体表面に7層（厚さ40－30cm）のアス   

ファルトコンクリートを舗設し、これで水を速水す   

る。このタイプの速水壁ダムおよび貯水池I土、今ま   

で国内に十数ヶ所施工されている。農林省関係では   

深山ダムに次ぎ2ヶ所員、北海道では初めての方式   

である。52年度は軒験舗設と基層の粗粒度アスコン  

カットオフ取付部アスコン、53年度に本舗設工事施  

工である。   

b）余水吐コンクリート用型枠について  

余水吐は計画洪水量650t／sec、敷巾20m、擁壁高   

5．60－14．10m、延長326．5m、横越流側水路式であ   

る。今回工程上の聞籍と急流部先行着手の条件から  

大版型枠スライド方式を検討採用し、所定の成果を  
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図－1：乳業ダム位置図  

§3．アスファルトフエーシング   

当ダムはアスフ7ルト舗装による表面透水式ダムであ  

る。   

52年度試験舗設と基層の岨粒度アスコンカットオフ取   
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双葉ダム標遮断面図  

■ヰ■暮【盲】声l▼  

周一2 双葉ダム標準断面図  

双葉ダム平面図  

図－3 双葉ダム平面図  
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52年春の融雪後アスファルトプラントの仮設に着工し  

7月未完了した。その間に舗装機械の搬入組立を行い、  

8月初旬より除草剤、プライムコートを散布し、8月12日  

より基層岨粒度アスコン舗設をした。その後舗設試験を  

満水面より上部で行なった。   

満水面よr）上部で試験を行なった理由はテストコアー  

の採集により、舗設面に穴があき、将来ダム漏水の原因  

とならないよう考慮したためである。   

使用機械、52年度堤体実施工程、試験舗設の内容は次  

のとおりである。  

（1）使用機械   

表－3 アスファルトフユーシング舗設機械一覧表  

表－2 双葉ダム全休工程表  
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固－5 アスファルトフユーシング平面図   

写真－2 50Tアスファルトプラント全景  

一般プラ ントとの相違点   

1）ユニットタイププラント  

2）30t合材サイロ設置  

3）石粉ドライヤー設置  

4）アスベスト供給装置  

5）トラックスケール設置   図－6 アスファルトフェーンング詳細図  
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メ  ー  カ  ー  成細微工   

①ウインナポータル（全油圧駆勤自走式）   

議蓑法面傾斜角度  30度以下   

議 裳 法 面 長 き  m㍊1胡瓜   

走 行 天 靖 編  8m以上   

自  重  釣55t   

原   勤   機  F8L413聖l伯PS／1恥叩   

フィニッシヤー ウインチ  15【×0・・抑m／min   

デンバー ウインチ  3．5tXO－85m／mi爪   

ローラーウインチ  1．2tX24m／mi爪スライド式   

パケット吊上用クレーン  5tX4－6m   

②アスファルトバケット   

容 量 X 自 重  2mlXO．6t   

形  式  鹿妻油庄開放手動閉鎖   

③デンバー（ベッセルリヤーダンプ）   

寄 主 × 自 重  2．5膚X3t   
⑥7ス7丁ルトフィニッシャー   

舗 裳 轄 X 厚  3．7mXlO－150■■   

偉   効   機  F6L912望76PS／1800rpm   

自  重  四   

⑤振勤ローラー   

形  式  8W75SHBWlO   

自  重  1．1【 l．5【   

⑥ウインチ牽けローラータイプ自走式）   

原   動   機  F4L912聖49PS／1800rpn   

ウ  イ  ン  チ  3．5【XO－45m／min   

図－7 アスファルトフェーンング舗設要領図  

（2）52年度実施工程（堤休閑係）  

表－ヰ 昭和52年度実施工程表  

（3）試験舗設   

試験の目的は実際に使用する材料、機械を使用し、室  

内試験で得たチーターをもとに本施工と同様に施工し、  

混合物の現場配合を最終的に検討すると同時に、本施工  

を進めるために必要なチーターを前もって集めることに  

ある。舗装試験はダム本休斜面を利用して、図－8のよ  

うに岨粒度アスコン層上に密粒度アスコン、その上に開  

粒度アスコンを舗設した。舗装面横は756m∫である。  
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同一8 試験舗設断面斑   

試験内容  

1）密粒度アスコンの配合とフィニッシャービリテ  
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表－6 密粒度アスコン  2）密粒度アスコンの舗設厚、舗設速度と締固め密  

度の関係  

3）密粒度アスコンの転庄回数、及び時間経過と韓  

国め密度の関係  

4）合材温度の時間的変化（合材温度が700になる時  

間経過及び外気温とミキサー排出温度の測定）  

5）コア採集による品質管理（厚さ、密度）  

6）開粒度アスコンの舗設厚と舗設速度練固め密度  

の関係   

上記の項目の検討を行った舗装試験の位置、及びレー  

ン割は固－9、10の通りである。配合種別は表一5のと  

おりである。・   

表－5 密粒度アスコン、閑地度アスコン配合  

式■円冨レニノ厄ll   2  3  l  5  いり  7  8  9L  10  ロ  l三 才Ⅰユ   ＝  

G－l  G－3  G－2  G－2  G－2  】G－Z  G－ユl  G－3  C†3岳c－3巨G－3    G－3  G－3  G－3  G－1【  

ヽ 75  8－0  7．0  u 75  丁．S  78  丁8  80  8．0  8－0  且．q  8q  8口  d O  員 U  
6  6  6  6  6  6  6  ら！‥G   ‖    ¢  6  6  6  

■＝■ll■ Ⅰ．0  1．0  1．0  l．0  1．0  1，0  l．0  1．0  H 1．0  10  l．5  l．5  LZ5  ト25  
Mlltli桝■  Z  Z  2  ロ  之  Z  2    li▲   H  Z   

Z二大■騒詞■  2  2  2  2  2  2  2  ■  2  ■  Z 

表一丁 開粒度アスコン   
育種tナス．コン昌一15レーノのZ・よt托Ⅶ鶴崎肌▲1  

レーンの手合についてJ▲t均し一丁イtll｝軋代りのや  

付については2■I蘭†tと十与．   

スタリード鵬t■‡▲脚－ZaX）r．ト椚．  

3－4 拭験結果  

（1）密粒度アスコンの配合とフィニッシャー ビリテー  

G－1（AS＝7．5％）、G－2（AS＝7．0、7．5、7，8％）   

G－3（AS＝7．8、8．0％）の各配合と施工性について   

仙1－Na7レーンで検討した。その結果は表－8の  

とおりである。  

表－8 杏粒合材の配合と施工性  

碑 石  卯l石  lI 右  スタり二  丁 久  丁え7  

l疇 抄  石 嶋         ZO・－131l  13・－5Il  5－2．5†L  ン タ’ス  穐 抄    ベ1ト  丁ルー   
裾線G－l  ヽ  ユ5．2匁  ld．5ヽ  上5．7，l  10．2も  71ヽ  l．8㌔  0．丁ヽ  ∴iヽ   

A  ZO．0  【2．l  19．5  Ⅰ5．8  丁．1  9．5  0．丁  丁．0  

葛柁G－2                       B  Z7．9  】2．0  lサ．l  1～．丁  7．l  9．1  0．†  7＿5  

C  2丁6  12．0  lウ＿4  1S＿丁  丁．l  9．l  0．丁  丁．さ   

D  2乙Z  9．2  Zl．2  加＿‡  d．1  l（I＿ユ  0．丁  丁．8  

帯織G－3  E  22．l  9．2  2l．2  ；氾＿Z  さ．ユ  10．J  0．丁  ヰ．0   

間IlltTス⊃ン   15．d  2倉．丁  8．る  10．S  l．9  l5  

合川■   ＋l箕11t  ワイニ′シャ  ロ－ ラー  引ITII  ■ 隷l■  フィニ ′′十  明 々   
l之t  ∧S％  し℃J  ービリナ†一  ビリナヤー  ♂I帽 t  （亡■l  一▲trtれ／爪h   

C－1  75  16ヱ  6→l  ト1丑  9／】5111史   

G－3  さ0  155  ○   ○  なし  6－l  lt8   
C－Z  丁0  1父l  △   0  ケttt■l■ ，くIVt  6一－1  り7鴨  

G－2  丁．5  1：旭  ム   ○  一計1■l■l● 当用／t  ＄－l  0．り丁  ●   
G－2  7．5  17t】  ○  ○  なし  札－5．5  ¢9丁  9／16■蹟   

G－2  7．且  1丁3  ム   ○  ケ1▲■l■ れIVt  6－4  md阜  

G一ユ  丁．ヰ  I6丁  0  0  令1■■l● 加Jt  8－3  l．Ol  

宮地G－1AS＝7．5％はNo．1レーン、密粒G－2AS＝  

7％（A）はNQ3レーン、AS＝7．5％（B）はNo．4、No．5レ  

ーン、AS＝7．8％（C）はNo．6レーン、密粒G－3AS＝7．8  

％（D）はNo．7レーン、AS＝8．0％（E）はNn2、No．8－No．15  

レーンに舗設した。また開粒度アスコンAs＝4．5％は仙8  

－No．13レーンの密粒度アスコン上に舗設した。  

く；〉  

引きづりの程度は1レーンの面積の割合である。  

フィニッシャービリティー、ローラービリティー等  

の施工性について検討した結果、G－3粒度が最も  

良好であることが判明し、速水層アスファルト量8  

％と決定した。  

表－9 舗設試験現場記録（密粒度アスコン）  

35．0   6l．〔糟   糾．27  62．糾 2．1  

225．】l   

■せ■Il  
レーン≠l  ロ  ‡  ユ  l  l  l  丁  ■  9  t¢  ロ   ほ  11  ll   

舟II■■■■    l：lJ  l：一■  l：峰                   ll：ll  

′ン′l－◆lI喧t    l■  llI  lll  11  け】  ld】  l†■  1■  けl  l†l  1サ   1ヽ  lh  lヽ  し■   

舟I川川l  

し■t   

t■Iし■r■■                             l：叫  ‡こ■  J二q  

岬■■徒  

■ t   

l■■■lt■†■ll    j：■          tl：1l          l■：41   1l：け  王：ll  

lよtlEl■嶋■疇    】：ll  l：t■  5：叫  l：■  11：ll  ll：ll  lI：繁  Ll∵■ lr■  I二■ 川：■  lO：王】 ll：止    ♪ ■  1！：00 l：11  1：■ 1二il  j：■ 1：ll  ld l：U   

」  

11t托  

I■正  

■   

王1tl呈■「■l疇    ユこ】■            l：d  ⊥l：月 員l：q  I：u lO：ll  11I：J ＝：擢    5 凸  ほ㌻ほ 1：ql  】：Ol l二鳩  1：u l：蜘  I■ l椚  

丁イエナ′▼－1ビ欄r  

【I｛t■■  

t ∬ 相 川    12・●・ほ  u・†・帽  i～・℡・lT   

図－9 表面速水壁工平面展開図   

（2）密粒度アスコンの舗設厚、舗設速度と締め固め密度   

の関係   

舗設終了後図－9に示す位置よりコアを採集し、   

厚き、密度を測定した。その値は表－10のとおりで   

ある。   

周一10 舗設試験平面展開図   

各レーン毎の試験舗設の内容は表－6、丁のとおりで  

ある。  

82  



西松憧よ托報＼’OL．1  

書
㈱
2
・
3
6
 
 

【’  

表一川 切取りコアの厚さ、密度測定結果  
‥ 

三
三
 
 

r
∴
：
2
 
へ
ヽ
一
 
三
三
上
 
A
S
転
転
 
 

中
沃
 
 

G
叩
2
 
 

コ1㌧－ニー′   ～  ㌻  

ゝユ I t 、、  

Y t  蒼 1  7r r ■月nt  
■ ■  ■  乍  

○ ＼；＼・ 
＼：＼  

＼  

2．34  

2．32  

ご ユゝ）  

0敢罰しl時間強に転。三  

1 」■ 2  1ノ  

r12）  ルーン恥）  

h rト1〕  1＼「    t．｛  1し舶 r）  

ユ刃    J二  ！将．7  

三け叩バ  
三3訟・し 2丁    帥．1  ヱ1ら1  

Jul ．＋コ6    99 コ  ∠・ユ竺」   

（9）  r14）  

1．5  10  1．25  

フィニノシヤ連環こm′／mn）   

鴨   富  
昼席  
；i●－コー㌧  

tウ0）  2．36  

1ひ〕  

2 二∋4  

99  

2．】2  

架i  

2．30  

｛b  、
l
 
 

㍉
T
二
ヱ
 
 

∧
U
 
 
・
2
2
 
 
 

三
仕
庄
 
 

A
S
転
転
 
 

3
．
那
沃
 
 

G
叩
2
 
 

0  

㍉  －∵こ＿＿  

：■  

○   

－  ■－  ‾■－－  、  ■■  

丈  

フヤユ ′r－¶け」1＿椚ふ   

舗装厚と締め固め密度の関係を図－‖に、フィニ  

ッシャー舗装速度と締め固め密度の関係を図－12に  

示す。  

○  

一■（－  －   ■一  

G－】．Aミニ8．09占  

97ト 2．28  （＝）  （レーンNa）  
（15）  （2）  （13）  

l．0  125  t．5  

フィニンシT連環（¶／mn）  

図－ほ フィエッシャー 速度と締固め密度  

7  8  4  5  6  

舗貞曙（帥）  

団－11舗設厚と締固め密度  

（3）密粒度アスコンの転住回数時間経過と締め固め密度   

の関係  

ローラー転庄回数と締め固め密度の関係は園－13、   

敷均し終了後2次転庄開始までの時間と締め固め密   

度の関係を図一川に示す。室内突固め回数とフィニ   

ッシャ一敗均し、およぴローラー転庄回数との関係   

を図－15に示す。  

（4）合材温度の時間的変化  

密粒度アスコンの温度降下曲線を図－16に、開粒   

度アスコンの温度降下曲線は図－けに示す。  

（5）関税度アスコンの舗設厚、舗設速度、締め固め密度   

の関係  

珊瑚転任回放  1  2  2  4   

21大佐庄回数2 2 4 4  

図一柑（a）ローラー転庄回数と締固め密度の関係  

コアの厚さ密度の測定結果は表－＝に、室内試験   

の結果は表一ほに示すとおりである。  

以上、舗設試験の結果を報告したが、このデータをも  

とに施工方針を決定し、昭和53年度に本舗装を行なう0r               †  
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G ユl！－8，ロブ．  

賃亜n句軟  

図－15 室内突固め回数とフィニッシャー敷均しローラ  

ー転庄回数との関係  

三位ノ官アスコンの呈．tl一丁  

叩期転住回数  1  2   

2沃転r王回数2 2  

団－t3（b）ローラー転庄回数と締固め密度の関係  
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図－13（c）ローラー転庄回数と締固め密度の関係  
埴轟坤間（分）  

団－16‘密粒度アスコンの温度降下曲線  

G－3、As＝8．0％  
締
包
め
便
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間化鷹アスコンの．山鳩丁曲川  

0  50  L（迫  l潔）   

峰遇岬す（舟）  

国－け 開粒度アスコンの温度降下曲線   

敷均i終了後、2沃転圧Ⅶ始まての時間  

図－14】敷均し終了後2次転庄開始までの時間と締屈め  
密度の関係  
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表－11切取りコアーの厚さ、密度  

コアー  レーン  厚き  密度  空隙率   

No．   Nn  （cm）  （g／clけ）  （％）   
備  考  

26   6．750  2．004  21．5  

8  

27  6．225  1．984  22．3  

28   8．975  1．961  2訂．2  

9  

29  5．000  1．988  22．2  

30   3．475  1．781  30．3  

10  

3l  3．150  1，806  29．3  

32   7．950  1．957  23．4  

33  6．525  1．849  27．6  

34   7．075  1．993  22．0  

12  

35  6．750  l．824  28．6  

36   6．775  2・013  21．2  

13  

37  7．125  1．955  23．5  

2．0  l．5  

フィニッシ十遽鷹（n／r†¶）  

舗装曙6亡■   

干… 

モ 
ニ、  

曹 2．∝）   
正   

（I／qり  

1．冥）  

表－ほ 室内突固め試験  
2．0  l．5   LO  

突固め  密 度  空堀率   

回 数  （g／蘭）  （％）   
備  考  

5   1．769  30．7  

10   1．842  27．9  

15   1．948  23．7  

25   2．006  21．5  

フィニッシナ通す（m／∩■I）  

周一相 聞粒度アスコンのフィニッシャ一 連度と締固め  

密度の関係  

～．10  

電 2・00   

′王  

（I／○■）  

1．賃）  

l．抑  

1．TO  
表－13 開粒度アスコン現場舗設試験記録  
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（ll†t占Jし‘■Jt  上   11●   ll】  
l■■  l■I  lSJ   叫  
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t 明 し ■ 丁 ■叫     l∴識    HI：（粕   lO：‡†   tlこlO   11：コ▲    ：賀l   

け■t曜血檀  
上   lOt   lほ  ll嶋  lは  l叫   18  

■F   ＝○   Tl  ▲l  9董  い1I  鶉   

岬■t確｛ 丁岬l■     lO；（汚    ○  15    ○：19    4I  12：（泊  ほ  
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ヒ  9l  Tl  ll■  Tt  
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T  丁●   Tl  TO  J王  8空  7q  
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上  S■   さl  ●●  ●l  6Z  8■  

Rll  
下  磁   時  繋  6Z  ‘●  th   

2 ttr王■ T ●l■     LlO：38  ll：鵬    ‖：コJ   tiこIl    l：；Z    ：刃  
l：u             Rllこ1心  12：叫    ほ：諏     t：叫    ：卸   

7イエ′′十▲一1ピーr  l．さ  ．0  l．l  

（〉内1■t  （l。0■‖   （ト11I  

■  ■ lI  臼  5Z・I・19  

0  5  10  【ら     a）    25     刀   

斉Ⅷわ団れ  

図一相 室内突固め回数とフィニッシャー舗設速度の差  

による締固め密度の関係  

写真－8 舗設試験状況  
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§4．余水吐エ  

ヰーl余水吐コンクリートエ   

当ダムの余水吐は計画洪水量650mソsで側溝部および  

溢流部70m、移行部110m、急流部94．5m、静水池52・O  

mよりなっている。インバー ト敷巾は20．Om、擁壁高が  

5．6m→14．Omである。51年度に急流部70m、移行部10  

m、52年度に側溝部70m、格行部30mと僑染を施工した。  

（1）スライディングフォーム、大坂型枠工法について  

急流部は工期上の問題があり、インパー ト、擁壁  

を逆巻打設とした。擁壁はすべて若者であるので、  

擁壁高5．6mを前枠のみで1回打設とした。  

側溝部および格行部は擁壁高5．6m－12．7mであ  

る。設計上6．5mは岩着であり、その上は自立であ  

る。打設方法は2回打設とした。1回目は岩若の6・5  

mとし、2回目は4．07m～6．2mとした。若者部の  

6．5mは急流部の型枠を転用し2次の型枠は普通ダ  

ムフォーム式が多く使用きれているが、高さが一様  

でなく、工程の問題、セット数の問題、また嚢粋が  

必要であるためいろいろと検討したが、大版型枠工  

法で施工した方が良いという結論になり使用した。  

大坂型枠でも垂直ならば良い所であるが、前面3分  

背面1．3分の勾配がついており、高さが一様でない  

等いろいろと条件が変I）、それに合う型枠を製作し  

写真一4 舗設試験状況  

図－20 余水吐全体計画図   
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なければならなかった。そこで型枠の頭部に厚きを   

調整するための装置を取りつけた物を考え製作した。  

4－2 型枠の紹介  

（1）急流部スライデングフォーム  

急流部スライデングフォームは図－22に示すごとく   

主体の骨枠はH鋼を使用し、これに継材、堰板を取付   

けたものである。堰板部はPPジャッキで吊上げ及  

び伸縮を行ないセットをするようにした。本体の上  

下移動は巻上げ機を使用し、1回当り型枠面積156．8  

扉の本体を所定の位置まで下降しセットをした。  

1－BLOCK型枠セットのみに使用した所要人見   

は鳶2、土工3、大工1で移動に半日、セットに半  

日で計約1日であった。その他岩盤清掃、鉄筋組立、   

妻枠取付、コンクリート打設、養生で1工程7日で  

施工した。  

（2）移行部大版型枠工  

型枠（図－25）の自重は約16tあり、解体吊込はす  

ペてクレーンにて行なった。1匝l当り型枠面積最大   

139．3mで、型枠吊込に35tクレーンを使用、所  

要人月1日4－5人、鉄筋組、コンクリート打設、  

G￥】1ゝ〕  10〔刀  

画一21急流部標準断面図  
（スライディングフォーム施工位置概要図）  

養生等、その他で1工程4－5日であった。   

今後、53年度54年度残、約10，000mユのコンクリートを  

現在の型枠を最大限利用し、又改良を加え工期短縮し、  

より良い型枠になるよう研究していくつもりであるが、  

上記の型枠にいろいろとご意見を聞かせていただければ  

幸いである。   

§5．原石山法面緑化について   
原石山の法面は標高510mより418．30m、約92mの高  

低があり、その中間部（標高460m－490m間）の約5，700  

扉を試験的に植生を施エした。法勾配は1：1．2である。  

図－22 スライディングフォーム明細図   
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図－23 一移行部標準断面図  
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団－24 移行部1次2次擁壁型枠展開図  
写真一7 余水吐急流部完成  

灯 作1■踊  
P Pジーツキ P P  

図－25 移行部大版型枠詳細図   
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写真－9 余水吐移行部施工状況  
（スライディングフォーム）  

写其－11大根型枠工  

ノ、‥誓・   

写其－10 大版型枠工  

写真一柑 余水吐急流部完了  

法面の状況は昭和46年度より表土剥及び掘削を開始し、  

その後相生を開始するまでの問、約5年間放置された状  

態であったが、自然の細物は生育していない無土壌岩で  

ある。緑化施工は法面の風化防止をかね、又降雨に浸食  

されない帥物生育基盟を造成し、将来周辺にある植物が  

u人繁茂するにいたる環境を作るのが目的である。   

当ダムではファイバーソイルステップ工法を採用した。  

この工法はセメント、純化基材、混合桂子、砂質土、セ  

ッター、水を混合したものを吹付機で圧送し、′トさな渡  

89   
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セメント緑化基材、混合種子、砂質土、セッ   

ター、水を混合し、吹付粍より圧送しステップ状   

に吹付面に吹付ける。ステップは30－50cm間隔と   

する。吹付厚きは平均7cmとする。  

（5）配合  

表一16 吹仲村配合表  

状に法面を吹付ける工法である。なお、凍上によー）崩壊  

滑落する恐れがあるため、ラスを張る事により解決した。  

又施工時期であるが、寒冷多雪地であるため施工時期を  

早め、一次的植物が繁茂を終了できる時期を選んだ。  

（1）標準断面  

材 料 名   1ml当り   摘   要   

セ メ ン ト   20kg   ボルトランド   

砂  賀  土   1．2mI   
山砂又は川砂  
（i毎秒は否）   

緑 化 基 材   100g  

櫨  子   3，000g   別 表   

セ ッ タ ー   3．000g   霊宝芸肥料   

計   1，000且  

園－26 標準断面  

（2）使用機械  

表－1ヰ 法面緑化工使用機槻一覧表  

れ   曝  TI 式  †t   tI  出 力  千丁 ■ ぎl・1t   欄     鷹   

■   け  れ  SAC－1T 〔ニー】ヰ■1  牝わ1－6叶ヽ 辞書軋l：－01S什／B 住上1V 

・岩〃わ11芸ヱし巾   

コ ン ナ レ ．1十一  lIDH醜▲l 〔慮嶋，こt〉  下鵠■lT 「仁万TL▲ハけ   170PS     4．胡れ  ri通欄  

・ヽJしlコ：ン ′ヽ十－  KMl12サ  i■■権力2l柑H   l．U  コ→l  ：シ）／f†  寸り．u化■lI．ヤ′ ン＝が川  
；  

廿   ■   暮  KR－1でl （七i†れl■】  岬■こ小■九■．」B t・卜‖■＝L■  

lた ＊ 一ナ ン ナ  引ト一献】lノ′巾川  

儀力t【Jん三十岬一  llS叫 （コ如・■tl  2【れ‘   ロ  し加  

表－け 種子配合表  

品  種   便円 豊   平均拉致   

ケンタッキー31フェスタ   1．500g   440粒／g   

ウイービングラ7グラス   1，000g   3，300粒／g   

ホワイトクローバー   200g   1，500粒／g   

チ  モ  シ   100g   2，500拉／g   

ヨ  モ  ギ   100g   300粒／g   

イ   タ  ド  リ   100g   280粒／g   

計   3，鵬Og  

（3）人貝構成  

表－ほ 法面緑化工人貝構成  

職  種   人数   摘  要   

施工主任技術者  ロ  施工管理ができる熟練技術者   

吹  付  工  ロ  吹付作業の熟練者   

機  電  工  口  

ミキシング工  ロ  吹付機械を操作する熟練技能者   

助  手  2  吹付工ミキシング工の補助作業   

普通作業具  4－・5  

保 安 要 点  ロ  

（6）工事工程  

喪一用 法面緑化工工程表  

工   It   化   ■  ■ ■  欄巾2■ lJl iH  γ 月  一 月  II徽   

祀   虚   t  ナナント慎1■エ  一 ■  

濾 ■ 膚 け  l．7【坤■  

ナ  ス t 工  は暮IOX50  I．闇■  

7▼イパーソール 喚 什 工  l■丁伽■  I．W  
uU  

■  t  上  えナリングサー・■ホ  5．W  
t   

施工概略は上記のとおりである。施工後、発芽状況の  

位置を決めて観測を行った結果、6日－10日後に発芽を  

し始め、その後14日－20日たつと20…位に成長し、50mm  

位までにはその後約1ケ月を要した。施工後2ケ月間は  

養生日が必要であると思われる。当所の場合、最終吹付  

が8月10日であり、気候も盆が過ぎると急に秋がおとず  

れるが、10月の中頃までには、ほぼ全面緑に覆われた。  

一冬越した春には追肥を施した。その後、自然のままの   

（4）施工順序   

a）法面清掃  

法面に堆棟する土砂、淳石等の除去、清掃。   

b）ラス張工  

金網12♯50％目を張り、アンカーピン¢13％×  

500を100m雷当り20本、補助ビン卵×150％を、  

1本／膚の割合でラスを取付ける。   

c）吹付  

叩  
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状態で生育しているので、完全に自然と調和しえたと思  

う。以下写真で施工経過を説明する。  

一  
’ 

署∴≠  

：           一－  ■ゝ■  

r 檜ニ   
‘ ト ‾ －■  

■ノ【  

■■ ‾■・卜】  

■ ′わノり  
′ ノ㌧か．〆一 ′  

．■隼  

1′■   

折．き算示巴孟r  、 －＿  

≠ 
、憺 こ  才一【芦‡′㌣‘●   ．   

■■  ンメ‘ ■′－′・  

．一  ■ ・（′   

〟－ここ．いエニ．－．．、．「  

こ′ ノ ・′ 
ユ：  

．．、j七．－  

？㌢ヱ双イ  

ご√J■・■、＿  
写真一川 ラス張状況  

写真一け 昭和51年10月末  

写真－ほ 吹付状況   

写真一柑 施工後2カ月後（上流側）  

§6．むすび   

当ダム工事は長い年月を要しているが完成まであと2  

年となり、現在最後の仕上に入っている。今までご苦労  

されてこられた諸先輩方と湖水を見るのも間近に思われ  

る。又53年度もアスファルト7ユーシング舗設本亡事が  

ひかえており、機会があれば一段と充実した報告古を作  

成したいと考えている。   

最後に、過去苦労きれた先輩諸氏、並びにご指導ご鞭  

埴をいただいた関係各位に深謝する次第である。  
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